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　Ⅰ．緒言

　韓国は、 世界に類がない急速な高齢化の中

で、 要介護高齢者や認知症 dementia の有病率

が相次いで報告（１）され、 その事実を受けて韓

国政府は、 2008 年度から老人長期療養保険法

をスタートさせている。 しかし、 高齢者の大

半は、 利用制限が厳しいことからその恩恵を受

けることなく、 家族介護を継続せざるを得ない

状況に置かれている。 従来の研究成果（２） に基

づくなら、 高齢者介護は家族員に身体的、 精神

的に大きな影響を与えるという仮説は多くの支

持を得ている。 この仮説に関連した研究は韓

国でもこれまで認められる（３）が、 家族介護者

の介護に伴うストレス認知と精神的健康の関連

性を、 可能な限り誤差変数を取り除いた構造方

程式モデリングで解析しておくことは、 今後の

高齢者家族に対するサービスの提供ならびにそ

の効果を明らかにする上で重要な課題と言えよ

う。 また、 最近の高齢者介護に伴うストレス

評価研究（４）においては、 高齢者の家族介護は

（１）김윤정・최혜경 , 1993 : 63-83, 문혜리 , 1992 : 108-

132, 박영남・ほか , 1991 : 1121-1129, 서국희・ほか , 

2000 : 809-824, 우종인・ほか , 1997 : 92-102, 조맹제・

함봉진 , 1997 : 306-322, DY Lee・ほか , 2002 : 1233-

1299, JI Woo・ほか , 1998 : 983-987

（２）김윤정・최혜경 , 1993 : 63-83, 마정수・김초강 , 

1995 : 83-110, 문혜리 , 1992 : 108-132, 유광수 , 2001 

: 125-147, 이 경 자 , 1995 : 30-51, 이 미 진・ 이 가 옥 , 

2000 : 215-228, 이영호 ・ほか , 1998 : 1292-1305, 이

은 희 , 1998 : 211-239, Grafstrom et al., 1992 : 861-

870, Baumgarten, 1989 : 1137-1148, Baumgarten et 

al., 1992 : 61-70, Baumgarten et al., 1994 : 126-132, 

Haley et al., 1987 : 405-411, Jutras and Lavoie, 1995 

: 46-73, Nygaard, 1988 : 33-37, Shin, 1997 : 195-211, 

Vitaliano et al., 1991 : 392-402

（３）김수영 , 2003 : 77-105, 김수영・김진선・윤현숙 , 

2004 : 111-128, 윤현숙・차홍봉・조양순 , 2000 : 137-

153, 이강오 , 2003 : 15-26, 이은희 , 2004 : 231-251

（４）Cohen et al., 1994 : 378-391, 斉藤恵美子・國崎ち

はる・金川克子 , 2001 : 180-189, 井上郁 , 1996 : 189-

202, 山本則子・ほか , 2002 : 660-671, 櫻井成美 , 1999 

: 203-210, 博野信次・小林広子・森悦朗 , 1998 : 561-

567, Orbell and Hopkins and Gillies, 1993 : 149-163, 

Pruchno, 1990 : 57-71, Schulz et al., 1995 : 771-791, 

右田周平・服部ユカリ , 2001 : 129-137
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負担といった否定的な側面のみから評価される

べきでなく、 介護者に喜びや満足感をもたらし

たり、 介護者自身の人間的成長や高齢者との良

好な人間関係をもたらすといった肯定的側面も

見逃すべきではないことを指摘している。 し

かし、 韓国の高齢者の介護に関連したストレス

評価研究において、 介護肯定感と介護否定感の

双方に着目した研究はほとんど見あたらない。 

　そこで本研究は、 在宅要介護高齢者の家族介

護者のうち、 家族介護者として最も頻度が高い

息子の嫁に着目して、 その社会的支援のあり方

について検討することをねらいとして、 彼女ら

の介護ストレス評価 （介護肯定感と介護否定

感） がＱＯＬに与える影響を明らかにすること

を目的とした。 

　Ⅱ．研究方法

　調査は、 要介護高齢者を介護する主たる家族

員を 700 人 （順天：Ａ道Ａ市 500 世帯；回収

313 世帯と天安：Ｂ道Ｂ市 200 世帯；回収 129

世帯） を対象に実施した。 対象選定において

は老人福祉館を利用している高齢者の主たる家

族介護者に対し、 福祉専門職員 （ソーシャル・

ワーカー） が調査協力の有無を事前に確認し、 

同意が得られた者のみを対象とした。 調査は

留置法で実施した。 調査員は、 調査票を家族

介護者に個別に配布し、 ほぼ 2 週間後に、 秘密

保持のため厳封された調査票を回収した。 

　調査内容は、 家族介護者の性、 年齢、 介護に

対する肯定感と否定感、 QOL、 ならびに要介護

者高齢者の性、 年齢で構成した。 

　介護肯定感は、 櫻井（櫻井成美 , 1999 : 203-

210）が開発した 「肯定感測定尺度」 を構成する

３つの因子のうち、 「介護状況の満足感」 を構

成している 8 項目に着目し測定した。 いずれ

の項目も 「要介護者の介護に関して、 あなたの

気持ちについておたずねします。」 に対する回

答となっている。 回答は 4 件法で、 「0 点：全

くそう思わない」 「1 点：あまりそう思わない」 

「2 点：ややそう思う」 「3 点：非常にそう思う」 

となっている。 

　介護否定感は、 東野他が開発した 「介護負担

感指標」 （Higashino, 2003 : 1-14）で測定した。 

それは 「社会活動に関する制限感」 「要介護高

齢者に対する拒否感情」 「経済的逼迫感」 の３

領域、 計 12 項目で構成されている。 いずれの

項目も 「現在行っているあなたの介護に対する

負担感についておたずねします。」 とし、 回答

は 3 件法 （「0 点：まったくない」 「1 点：とき

どきある」 「2 点：しばしばある」） で回答が求

められている。 

　QOL は、 健康関連 QOL を測定する 「SI-

HRQOL-15」 （中嶋和夫・香川幸次郎・朴千萬 ,  

2003 :  8-15）で測定した。 これは、 地域住民

の快適で利便性の高い生活圏において健康に生

活することを重視し、 「健康と生活圏の質に対

する満足感」 を測定する尺度で、 下位概念 （因

子あるいは潜在変数） が、 生活圏に関連した 

「環境快適因子」 と 「環境利便因子」、 及び健康

に関連した 「身体的因子」、 「心理的因子」、 「社

会関係因子」 の計５因子から構成されている。 

それぞれの因子には観測変数が 3 項目づつ配置

され、 回答はすべての項目に対して 3 件法 （「0

点：いいえ」、 「1 点：どちらでもない」 「2 点：

はい」） で求める形式となっている。 

　前記測定尺度の日本語から韓国語への翻訳作

業は、 Brislin ら（Brislin, 1970 : 185-216） が

提唱している方法を参考に進めた。 まず日本

語原版を韓国語に日本在住の韓国人研究者が

翻訳し、 次いでその翻訳をもとに日本語への 

back translation を行い、 韓国語版を完成させ

た。 このときの back translation は、 翻訳者

とは別のバイリンガルの者 （日本留学の経験が

ある韓国在住の大学教員 1 人、 現在日本の大学

院博士課程に在籍する韓国人大学院生 1 人） が
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行った。 

　統計解析にあたっては、 介護肯定感と介護否

定感が QOL に影響すると同時に、 介護肯定感

は介護否定感を和らげると仮定した因果モデ

ルを構築し、 このモデルのデータへの適合度な

らびに要素間の関連性について検討した。 こ

の因果関係の解析に先立ち、 それぞれの尺度

の因子構造モデルのデータへの適合性と信頼

性について検討した。 以上の解析には、 統計

ソフト 「SPSS11.5J for Windows」 ならびに 

「AMOS version 5」 を使用した。 前記因果モ

デルの適合度は、 説明力の指標として、 CFI 及

び、 RMSEA を採用した。 CFI は一般的に 0.9

以上、 RMSEA は 0.08 以下であれば、 そのモデ

ルがデータをよく説明していると判断される。 

なお、 パス係数の有意性は、 検定統計量で判断

し、 その絶対値が 1.96 以上 （有意水準５％） を

示したものを統計学的に有意とした。 

　本研究では、 回収された 442 人の調査票のう

ち、 集計対象を要介護高齢者との続柄が息子の

嫁となっており、 かつ彼らの年齢、 介護に対す

る肯定感と否定感、 QOL、 ならびに要介護者高

齢者の性・年齢に欠損を有さない 172 人を集計

対象とした。 

　Ⅲ．結果

１．集計対象者の属性分布

　介護者、 要介護高齢者の属性は表 1 に示し

た。 集計対象 172 名における主介護者である

息子の嫁の年齢は、 平均が 45.1 歳 （標準偏差

7.6）、 範囲 26 ～ 67 歳であった。 要介護高齢者

の性別は、 男性 48 名、 女性 124 名であり、 年齢

は、 平均が 76.1 歳 （標準偏差 6.5）、 範囲 65 ～

99 歳であった。 

２．介護肯定感の回答傾向

　介護肯定感の回答分布は表 1 に示した。 因

子構造モデルのデータへの適合性は CFI が

0.927、 RMSEA が 0.139、 クロンバックのα信

頼性係数は 0.922 であった。 介護肯定感に関す

る尺度（ 「介護状況の満足感」 ）の得点は、 平

均が 11.15 点 （標準偏差 5.3）、 範囲 0 ～ 24 点で

あった。 「非常にそう思う」 「ややそう思う」 の

2 回答に着目すると、 最も頻度の高い項目は、 

「要介護者が何か小さなことに喜ぶのを見て、 

嬉しくなる」 31 名 （18.0％）、 94 名 （54.7％）、 

計 125 名 （72.％） であり、 次いで 「要介護者が

世話に感謝したり、 喜んでいると感じる」 28 名 

（16.3 ％）、 82 名 （47.7 ％）、 計 110 名 （64.0 ％） 

「世話をすることで、 要介護者と親密になった

ように感じる」 22 名 （12.8％）、 67 名 （39.0％）、 

計 89 名 （51.8％）、 であった。 

３．介護否定感の回答傾向

　介護否定感に関する因子構造モデルのデータ

への適合性は CFI が 0.945、 RMSEA が 0.088、 

クロンバックのα信頼性係数は 0.927 であっ

た。 介護否定感についての回答分布は表 2 に

示した。 介護負担感尺度についての各因子得

点は、 「社会活動に関する制限感」 が、 平均が

3.8 点 （標準偏差 2.3）、 範囲 0 ～ 8 点であった。 

「要介護高齢者に対する拒否感情」 については、 

平均が 3.1 点 （標準偏差 2.1）、 範囲 0 ～ 8 点で

あった。 「経済的逼迫感」 については、 平均が

3.5 点 （標準偏差 2.5）、 範囲 0 ～ 8 点であった。 

なお、 介護否定感の総合得点は、 平均が 10.4 点 

（標準偏差 6.1）、 範囲 0 ～ 24 点であった。 

４．健康関連 QOL の回答傾向

　健康関連 QOL の因子構造モデルのデータへ

の適合性は CFI が 0.867、 RMSEA が 0.102、 

クロンバックのα信頼性係数は 0.900 であっ

た。 介護者の健康関連 QOL の回答分布は表

３に示した。 QOL の得点は、 平均が19.8点 （標

準偏差 6.9）、 範囲 2 ～ 30 点であった。 
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５．介護評価と健康関連 QOL の関係

　介護肯定感と介護否定感が QOL にどのよう

な影響を持っているかを明らかにすることをね

らいとして、 介護肯定感（「介護状況の満足感」）

と介護否定感（ 「介護負担感」 ）を独立変数、 

QOL を従属変数とし、 介護肯定感は QOL に

直接影響を与えるとともに、 介護否定感に影響

を与え、 介護否定感がさらに QOL へ影響を与

えるとするモデルを設定し、 そのデータへの適

合度を検討した。 

　その結果、 モデルのデータへの適合度は CFI 

が 0.886、 RMSEA が 0.065 で、 検定統計量に

おいては、 介護負担感から QOL へのパス係数

以外のすべてのパス係数の絶対値で、 有意水準

５％を意味する 1.96 以上となっていた。 なお、 

このときの介護状況の満足感と介護負担感から 

QOL への寄与率は 52.8％、 介護状況の満足感

から介護負担感への寄与率は 39.3％であった。 

 

　Ⅳ．考察

　本研究は、 在宅高齢者の家族介護者のうち、 

家族介護者において最も頻度の高い息子の嫁に

着目し、 彼女らの介護ストレス評価 （介護肯定

感と介護否定感） がＱＯＬに与える影響を明ら

かにすることを目的に行なった。 本研究では、 

表１. 介護肯定惑（８項目）の回答傾向（n ＝ 172）

表２. 介護否定感（12 項目）の回答傾向（n ＝ 172）

Xa1. 31 ( 18.0 %) 69 ( 40.1 %) 59 ( 34.3 %) 13 ( 7.6 %)
Xa2. 29 ( 16.9 %) 96 ( 55.8 %) 39 ( 22.7 %) 8 ( 4.7 %)
Xa3. 36 ( 20.9 %) 88 ( 51.2 %) 42 ( 24.4 %) 6 ( 3.5 %)
Xa4. 37 ( 21.5 %) 83 ( 48.3 %) 43 ( 25.0 %) 9 ( 5.2 %)
Xa5. 23 ( 13.4 %) 60 ( 34.9 %) 67 ( 39.0 %) 22 ( 12.8 %)
Xa6. 13 ( 7.6 %) 34 ( 19.8 %) 94 ( 54.7 %) 31 ( 18.0 %)
Xa7. 26 ( 15.1 %) 67 ( 39.0 %) 60 ( 34.9 %) 19 ( 11.0 %)
Xa8. 21 ( 12.2 %) 41 ( 23.8 %) 82 ( 47.7 %) 28 ( 16.3 %)

1. 8 (n=172)

Xb1. 31 ( 18.0 %) 87 ( 50.6 %) 54 ( 31.4 %)
Xb2. 56 ( 32.6 %) 89 ( 51.7 %) 27 ( 15.7 %)
Xb3. 69 ( 40.1 %) 76 ( 44.2 %) 27 ( 15.7 %)
Xb4. 33 ( 19.2 %) 90 ( 52.3 %) 49 ( 28.5 %)

Xb5. 54 ( 31.4 %) 92 ( 53.5 %) 26 ( 15.1 %)
Xb6. 61 ( 35.5 %) 94 ( 54.7 %) 17 ( 9.9 %)
Xb7. 79 ( 45.9 %) 73 ( 42.4 %) 20 ( 11.6 %)
Xb8. 47 ( 27.3 %) 103 ( 59.9 %) 22 ( 12.8 %)

Xb9. 41 ( 23.8 %) 98 ( 57.0 %) 33 ( 19.2 %)
Xb10. 59 ( 34.3 %) 73 ( 42.4 %) 40 ( 23.3 %)
Xb11. 52 ( 30.2 %) 82 ( 47.7 %) 38 ( 22.1 %)
Xb12. 69 ( 40.1 %) 79 ( 45.9 %) 24 ( 14.0 %)

2. 12 (n=172)

Xa1. 31 ( 18.0 %) 69 ( 40.1 %) 59 ( 34.3 %) 13 ( 7.6 %)
Xa2. 29 ( 16.9 %) 96 ( 55.8 %) 39 ( 22.7 %) 8 ( 4.7 %)
Xa3. 36 ( 20.9 %) 88 ( 51.2 %) 42 ( 24.4 %) 6 ( 3.5 %)
Xa4. 37 ( 21.5 %) 83 ( 48.3 %) 43 ( 25.0 %) 9 ( 5.2 %)
Xa5. 23 ( 13.4 %) 60 ( 34.9 %) 67 ( 39.0 %) 22 ( 12.8 %)
Xa6. 13 ( 7.6 %) 34 ( 19.8 %) 94 ( 54.7 %) 31 ( 18.0 %)
Xa7. 26 ( 15.1 %) 67 ( 39.0 %) 60 ( 34.9 %) 19 ( 11.0 %)
Xa8. 21 ( 12.2 %) 41 ( 23.8 %) 82 ( 47.7 %) 28 ( 16.3 %)

1. 8 (n=172)

Xb1. 31 ( 18.0 %) 87 ( 50.6 %) 54 ( 31.4 %)
Xb2. 56 ( 32.6 %) 89 ( 51.7 %) 27 ( 15.7 %)
Xb3. 69 ( 40.1 %) 76 ( 44.2 %) 27 ( 15.7 %)
Xb4. 33 ( 19.2 %) 90 ( 52.3 %) 49 ( 28.5 %)

Xb5. 54 ( 31.4 %) 92 ( 53.5 %) 26 ( 15.1 %)
Xb6. 61 ( 35.5 %) 94 ( 54.7 %) 17 ( 9.9 %)
Xb7. 79 ( 45.9 %) 73 ( 42.4 %) 20 ( 11.6 %)
Xb8. 47 ( 27.3 %) 103 ( 59.9 %) 22 ( 12.8 %)

Xb9. 41 ( 23.8 %) 98 ( 57.0 %) 33 ( 19.2 %)
Xb10. 59 ( 34.3 %) 73 ( 42.4 %) 40 ( 23.3 %)
Xb11. 52 ( 30.2 %) 82 ( 47.7 %) 38 ( 22.1 %)
Xb12. 69 ( 40.1 %) 79 ( 45.9 %) 24 ( 14.0 %)

2. 12 (n=172)
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表３. 健康関連 QOL（15 項目）の回答傾向（n ＝ 172）

図１　介護評価と健康関連 QOL の関係

Xc1. 39 ( 22.7 %) 63 ( 36.6 %) 70 ( 40.7 %)
Xc2. 45 ( 26.2 %) 65 ( 37.8 %) 62 ( 36.0 %)
Xc3. 8 ( 4.7 %) 33 ( 19.2 %) 131 ( 76.2 %)

Xc4. 40 ( 23.3 %) 58 ( 33.7 %) 74 ( 43.0 %)
Xc5. 25 ( 14.5 %) 46 ( 26.7 %) 101 ( 58.7 %)
Xc6. 18 ( 10.5 %) 51 ( 29.7 %) 103 ( 59.9 %)

Xc7. 22 ( 12.8 %) 57 ( 33.1 %) 93 ( 54.1 %)
Xc8. 26 ( 15.1 %) 64 ( 37.2 %) 82 ( 47.7 %)
Xc9. 19 ( 11.0 %) 51 ( 29.7 %) 102 ( 59.3 %)

Xc10. 31 ( 18.0 %) 76 ( 44.2 %) 65 ( 37.8 %)
Xc11. 31 ( 18.0 %) 67 ( 39.0 %) 74 ( 43.0 %)
Xc12. 48 ( 27.9 %) 81 ( 47.1 %) 43 ( 25.0 %)

Xc13. 27 ( 15.7 %) 84 ( 48.8 %) 61 ( 35.5 %)
Xc14. 24 ( 14.0 %) 59 ( 34.3 %) 89 ( 51.7 %)
Xc15. 16 ( 9.3 %) 61 ( 35.5 %) 95 ( 55.2 %)

3. QOL 15 (n=172)
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1

2
xb2b2

xb3b3

xb4b4

xb5b5

xb6b6

xb7
xb8b8

3

.78

.81

.76

.79

.84

.90

.78

.64

.77

.71

.82

5

xc3

xc4

xc2

xc5

xc7
xc8

xc6

xc9

xc1

xc10
xc11
xc12

xc13
xc14
xc15

6 c1

c2

c3

c4

c5

c6

c7

c8

c9

c10

c11

c12

c13

c14

c15

.72

.73

.79
.62

p<0.05

n=172, CFI=0.886, RMSEA=0.065

R2=.14

.38

.99

.81

xb9
x10
xb11
xb12

1

2

3

4

b7

b9

b10

b12

b11

7

9

1

2

3

4

5

10

8

1

11

R2=.31

.44 QOL

.91

. 47
.84

.82

.64
.66

.59

.71
.73

.63

.72
.76.88

.58

.77

.78

.75

. 82

.85

.85

.76

.93

.97

.71

.80

.74

.22
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統計解析方法として構造方程式モデリングを採

用した。 この統計手法は、 モデルの構成力が

従来の分析手法と比して非常に柔軟であり、 理

論的な仮説に基づき組み立てられたモデルを、 

実際のデータに当てはめ、 複数の適合度指標に

よりモデルの妥当性を評価できることを特長と

している（豊田秀樹 , 1998 : 朝倉書店 , 山本嘉

一郎・小野寺孝義 , 1999 : 朝倉書店 , 狩野裕 , 

1997 : 現代数学社）。 本研究では、 Lazarus ら

のストレス認知理論を基礎とした Lawton ら

の提起する Two-Factor Model を援用して因

果関係モデルを構築し、 その因果関係モデルの

データへの適合性を構造方程式モデリングで

解析したことは、 適切な判断であったと言えよ

う。 

　以上のことをふまえ、 本研究では、 要介護高

齢者を介護する息子の嫁の介護に対する介護肯

定感と介護否定感がＱＯＬにどのような影響

を持つかについて、 潜在変数を用いた因果関係

モデルを設定し、 実際のデータへの適合度と各

変数間の関連性を検討した。 因果関係は、 介

護肯定感 （「介護状況の満足感」） と介護否定感 

（「介護負担感指標」） を独立変数、 ＱＯＬ （「Ｑ

ＯＬ満足度指標」） を従属変数とするモデルと

した。 介護の肯定的側面については、 「介護状

況の満足感 （以下、 満足感）」 と 「自己成長感」 

の２側面が知られているが、 従来の研究におい

て、 満足感が介護負担に対し軽減効果を持つ

（櫻井成美 , 1999 : 203-210）ことが指摘されて

いたことから、 本研究では、 満足感の１因子の

みを使用した。 

　その結果、 まず第一に、 高齢者を介護する

息子の嫁においては、 介護肯定感は健康関連 

QOL に対して正の相関を示しており、 介護肯

定感が高いほど、 QOL が良好な状態であると

いうことが示された。 従来の研究では、 満足

感や生きがいなどの介護に対する肯定的評価

が、 介護継続意向や主観的ウェルビーイングと

いったポジティブな反応に結びつくといった報

告
（５）も認められる。 本研究における結果も、 

その因果関係を支持するものであった。 

　また、 第二に、 介護負担感は QOL に対し、 

QOL を低下させる方向に機能していることが

示された。 この関係性については、 すでにス

トレス理論を基礎とした研究において既知のこ

とであり（６）、 本研究においても、 その結果を支

持するものであった。 

　第三に、 本研究では、 介護肯定感は介護負担

感を和らげる機能があることが示された。 介

護肯定感を高めることで介護負担感を抑制し、 

かつ直接的な効果として QOL を良好に保つと

いった介入の有り方が示唆され、 さらに多様な

介入のあり方を模索し、 進めていく必要性と、 

その有効性が推察された。 従来の研究によれ

ば、 介護肯定感には、 介護者と要介護高齢者の 

「よい関係」 や健康状態が良い事が関連してい

る（７）とされている。 特に、 配偶者介護の場合

は、 夫婦が長い年月をかけて培った人間関係に

より、 介護に対して充実感を感じているという

報告（翠川順子 , 1993 : 16-26） がなされていた

が、 本研究の結果が示したように、 そのような

関係が息子の嫁にも成立することは従来の研究

（５）Cohen et al., 1994:  378-391, 斉藤恵美子・國崎ち

はる・金川克子 , 2001 : 180-189, Lawton and  Moss 

and Kleban, 1989: 61-71, 山本則子・ほか , 2002 : 660-

671, 櫻井成美 , 1999 : 203-210, Orbell and Hopkins 

an d Gillies, 1993 : 149-163, Pinquart and Sörensen, 

2003 : 112-128, Pruchno, 1990 : 57-71, Schu lz et al., 

1995 : 771-791, Smith, 1996: 353-361, 右田周平・服部

ユカリ , 2001 : 129-137

（ ６）An thony and Zarit and Gatz, 1988 : 245-258, 一 宮

厚・ほか , 2001 : 1159-1167, Barusch, 1988 : 677- 685, 

Chenoweth and Spencer, 1986 : 267-272, Donaldson 

and Terrier and Burns, 1997 : 62-68, Potter, 1993 : 

447-457, Pruchno and Michaels and Potashnik, 1990 

: 5259-5266

（７）岸恵美子・ほか , 1999 : 11-19, 翠川順子 , 1993 : 

16-26, 上田照子・ほか , 1994 : 499-505, 藤田利治・ほか , 

1992 : 687-695
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にはなかった知見と言えよう。 今回の研究を

前提に、 息子の嫁の介護肯定感の得点の平均値

と標準偏差を参考に判断するなら、 たとえば、 

平均値から－ 1 標準偏差以下の得点を示す人は

介護肯定感が低く、 また平均値から－２標準偏

差以下の人は介護肯定感がほとんど無いと見な

すことも可能であり、 このような息子の嫁の場

合には、 健康状態を直接的・間接的に高めるた

めの介入が重点的に提供されなければならない

ことが示唆される。 さらに、 要介護高齢者の

介護者で健康状態が悪い人は、 家事と介護の両

立が困難な場合が多く、 配食・給食サービスの

希望が高いこと（岸恵美子・ほか , 1999 : 11-

19） が報告されている。 また彼らはデイサー

ビスやショートステイの希望も高い（安倍幸志 , 

2002 : 12-20, 桑原祐一・ほか , 2002 : 154-167）

とされている。 このようなことから、 間接的

に、 前記のサービスをより集中的に提供するよ

うな環境整備が望まれよう。 他方、 今後は従

来の介護負担感によってもたらされる介護者

の QOL 低下の予防を目的とした研究に加え、 

肯定的な評価によってもたらされる QOL の維

持・向上を目的とする介護評価についての包括

的な研究へと、 その範囲を拡大していくことが

望まれよう。 そのようなアプローチは、 従来

の介護負担感によって介護者の QOL が低下す

るといった認知的評価のネガティブなイメー

ジが、 介護肯定感の増強によって介護負担感を

軽減し、 かつ精神的健康を高めることができる

といったポジティブで、 より積極的なイメージ

を、 もたらすものと言えよう。 

　以上、 本研究では在宅高齢者の介護者の介

護評価の肯定的、 否定的側面が、 相互に関連し

つつも相対的に独立した概念であり、 QOL に

対して個別に影響を与えることを明らかにし

た。 また、 介護肯定感は QOL を高めるだけで

なく、 介護負担感を軽減させることが明らかと

なった。 これらの知見を踏まえ今後は、 介護

肯定感が介護負担感や QOL に及ぼす影響を把

握した上で、 介護負担感の軽減と共に、 介護肯

定感の形成に役立つ、 個々人にあった介入方法

を提起していくことが望まれる。 
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